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論 文 内 容 の 要 旨

第1部 男女平等 とは何か

第1章 男女平等の問題点

本書 の主題 は家族 との関わ りにおける男女の平等 のあ り方 を問うことであ る。200年 以上 も前

に出された人間 の平等 を求める人権 宣言 が男 女の平等 を含む ものでなかった ことか ら、女性は

あ らた めて平等 を主張す ることを余儀 無 くされたのであ り、20世 紀 になって漸 くあ らゆる女子

に対す る差別撤廃条約 の制定 をみる に至った。 日本 もこの条約 の締結、 批准 を迫 られ、 その結

果1986年 に男女雇用機会均等 法の成立 をみるにいた り、1999年 には男女共同参画法が 制定され、

男女平等へ の歩みは着 々進んでいるよ うにみえ る。 しか し日本国憲法はその一四条です べての

国 民の法 の下で の平等 を規定 し、 さ らに二 四条は夫婦が同等 の権利 を有する ことを認 めている

にも拘わ らず、差別撤廃条約が求 める男女 の平等 にはいたって いないのが実状 である。男 の優

位、女 の劣位が感覚的 にきめ られて、俺 が食わせてやってい るとい う意 識の もと男 は外、 女は

内という性別役割分業意識が固定化 され る。

このよ うな差 別意識 は単な る感覚 でな しにそ の裏付 け として経 済的 自立 の有無が 問題 にな

る。近来女性 の就労意識が高まってきたが、 そ こで確 立 され る経済的 自立は出産 を排 除 した男

並み平等へ と女性 を駆 り立てて い くことになる。 経済 的 自立 をフルタイ マーの労働 に求 める考

え方 は現在 の男子 の労働 を十全 としてそれ に女子労働 を近づ けようとする ものになっている。

男 は仕事女 は家庭 という役割分業 は、前者が社会 的労働 として経済的価値 を もち、後者 が私 的

労働 として無償であ るとい う経済 的有用性 を何 よ りも重視 する ことによって男女 の差別 を生み
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出す も の にな っ て い る。

第2章 女子差別撤廃条約 とフェミニズ ムイデ オロギ ー

男女雇用機 会均等法は、全て の女性 を労働 へ引っ張 りこむ ことによって文化 の生態系 を破壊

す るという反対 にたい して、 当時 の婦 人少 年局長は 「家庭 にいる女性 の首 に縄 をつ けて 引っ張

るものではない」 と反論 して いるが、女子差別撤廃条約 は労働す る ことを女性 の権利 とす るも

のであ り、 このよ うな反論で は抑 え られ ない。 一方には家庭 にいる ことに幸福な主婦像 を描 き

出す主張がでて くる。

石垣綾子の主婦第二職業論 に端 を発す る主婦論 争は、家事労働 に賃金評価 を求め る第二次論

争か ら主婦 こそ生きがい とす る第三次論争へ と進 んだが、女性が幸福な主婦像 に甘 んじよう と

すれば経済的 自立か らはみだ し、それ を受 け入れれば幸福 な主婦像か らは遠 ざか る という矛盾

の中に追い込 まれる。

男女 の平等 を求め る運動 または理論が フェミニズムで ある。 上野 千鶴子 によれば このフ ェミ

ニズムは一、社会主義婦人解放論、二、 ラデ ィカルフェ ミニズム、三、マル クス主義 フェ ミニ

ズム に限定されるが、水田珠枝 は人権 に基づ く平等主義思 想を生み出した近代 フェミニ ズムを

評価 してい る。人間解放を求 めるマル クス主義 はその限 りで女性解放論 をそ の延長 上にお くと

考 え られ るが、私見ではマル クスが家族 の問題 を十分 に考 慮 していない点 に問題が ある と考 え

るもので ある。 ドノヴァンの 「マル クシス トの再 生産論議 での、 ある奇妙 な欠落、す なわ ちい

ま行われて いるよ うな生物学 的再 生産、 もしくは子供 を生む とい う労働 の疎外的な局面 を照準

しそ こな って いる」 とい う主張 を評価す る ものである。

第3章 市民運動 とフェミニズ ム

フェミニズムは実践的な運動 としての意 味が強調され る。男女 の平等 は200年 来求 め られ てい

るが、社会運動 としては積極 的に評価 され ない。 フェ ミニ ズムは複数 の人間が女性解放 という

目標 を持つ限 りでは社会運 動であるが、変革 のために行動 する運動 としては十分な条件 を備 え

て いなか った。 とは いえ女性 は抑圧 され た状 態にある と認識 され、それか らの解放が求 め られ

る。資本主義体制の抑圧か らの解放 を求 めてなされる労働運 動過程 の女性 の解放運動 は明確で

ない。女性が働 く権利 を持 つ ことで抑圧 か らの解放 とみる立場が強調 され る ことにな る。 また

性別分業 の固定化か らの解 放は母性機能 の維 持の如何 と関わる もの とな り、そ の解放へ の道は

容 易で はない。

家 を離れ ることに解放の道を見出せない主婦は所謂活 動専業主婦 として、所謂市 民活動 に不

満 の捌 け 口を求める。夫 に代わって、 あるいは働 く女性 に代わって社会変革 のため の活動 の意

義が強調 され る。夫 に経済的負担 を依存 して活 動する ことにある程度夫 との対等性 を見 出す こ

とが出来るが、働 く女性 と活動専業主婦の間の対等性 は見出 し難い。女性解放は如何な る形で

求め られ るものだ ろうか。異質で あることを前提 として平等 とは何かが求 め られな ければな ら

ない。

第4章 個人 と家族 と平等

人間はただ男 として女 として存在 して いるわけではない。人は色々な仕組 みの中に存 して い

る。その 中で もっ とも問題 にな る仕組みが家族で ある。性別役割分業の固定化は男女 の対 の関
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係 においてよ り明確化 され る。 男女 の性差別 は家族の維持 という機能 にお いて、女性が生殖機

能 をもつ ことによって生ず る。 家族 は両性 の合意の もとに自由で平等な個人の結合 として成 り

立つ もの とされて いるにも拘わ らず、 家族 を構成 す ることがそ の役割分担 にお いて差別 を生み

出す原 因 となって いる。

ところで 人間は理性的動物 として 人権 の思想 を生み出 した。人間の平等 は人権 が保 障されて

初 めて成立 しうる一つの概念 である。 人権 を持 つ個人の尊厳 が守 られる ことが人類 普遍 の原理

で ある。人権概念が提起され て以来そ の現実化 こそが課題 となった。 人間は一般 には男 か女 と

して存在す るのであ り、女性 を少数者 と して特殊化す る必要 はない。男 と女 の間に強者 と弱者

の関係 を作 ってはな らない。 われわれ に とって 人間 として守 られるべき最低 の基準 は人権 であ

り、人権 か平等か とい う二者択一 は成立 しない。

最近頻発 している世界各地 の紛争で、先ず保護すべ きは女、 子 どもというように一括 され る

立場 におかれ るのが女性 であるが、平等 で あるた めには女性 を弱者 として保護 す る理 由は な

い。 したがって 日本 の 自衛隊がその人員 の採用 につ いて男性優位 の逆 クオ ォター制 をとる こと

を憲法違 反 とす る主張がでて くる。 この議論は平等論者 によって絶 えず繰 り返 されて きた ので

あるが、数 の上の平等が女性の妊娠、出産機能 による戦闘能力 に対す る効率 の悪 さと対立す る

もの となる時、女性は まさに差別 される。 そ して女性 の機能が従軍慰安婦のよ うな形で男性 に

つかわれ る時、そ の性 は文字通 り恥辱の 中におかれ るものとな る。 この時点 にな ってわれわれ

は男並 み平等 の無意 味さを知 らされ る。 「産 む産 まな い権利 を女性の手 に」 という主張 に よっ

て女性性 を強調す ることは、男女 間の差別 を解 消す るものとはな らな い。

第2部 性別役割分業 とは何 か

第5章 性別分業 と家族

男女の平等 にとって最大 のネ ックは性別役割分 業にある と考え られている。男女 の性機 能が

違 うことで家族は成 り立つ ことになる。 さ らに人々は人間関係 に基 づ く愛情 の組織 として 「家

族」 を最 も大切な もの とする。 これまで子 どもを生み育て、 生活 を継続す る ことで家族 は維持

されてきた。そのため に 「男 は外、女 は内」 の性別役割分 業はある程度そ の保持 を必要 とす る

ものであ った。 にも拘わ らずそ の ことが差別 となるのは、そ れが経済 的 自立 の有無 によって男

女 を区別するか らである。それ は貨幣経済 的価値 の量 的差 によって差別 を作 りだす ものとなっ

た。

本来 性別 役割分業 は 自然発生的な もので あ り、男性 は狩猟 の働 きで、女性 は家事や栽培 の働

きで、 それぞれ の主 人公 とな るとされたが、女性が よ り安定性 のある栽培 の仕事 を男性 に譲 り

渡 した ことが女性 の世界史的敗北 とされ る。そ して社会的分業 は私有財産 を生み出 し、それは

男性の子孫に委譲される。男女 の差 は貨幣経済 的価値 の獲得 の差 につなが って いく。

さ らに家族 が情愛 の装置で あることは家族 を権 力装置 に転換せ しめる。家族の メンバーが家

族がいる ことで 自分 の意 のままにな らない行 動 の制約 を権力 と捉 え、 この意の ままにな らな い

制約 を受けるのが女性 の方 に多 くあ らわれる とされ る。 しか し不本意な行為の選択 を権 力 と捉

える ことは権 力を相対化す るもの とな り、 このよ うな意味で の権力の作用は家族 のみに課 され

る ものではな く、われわれは社会に生きる人間 として不本意な行為 にさらされる ことは不 可避

となる。相対化 された権力 に対 してわれわれ はそれ を排除す る方法 を持 たない。それ は家族 に

のみ限 られ た問題で はな くなる。
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第6章 家父長制の再発見

本来家父長制 は極めて歴史的概 念であ るが、 フェミニズムの捉える家父長 制はそ の再発見 と

され る。バ ッハオー フェンは母権 制の存在 を主張す るが女性 が男性 を支配 した とい う意 味での

母権制 はな く、それは母系制 と同義にみ られてきた。その後 マ リノウスキー とブ リフォー ル ト

の間に論争が生 じ、ブ リフォール トは私 有財産 を生み出すよ うな経済条件が発達 した ことで、

そ の保持 を図る家父長制が生 じた とみている。 そ こでは生殖機 能による女性 の優越性 よ りも生

産機能 に基づ く男性の優位が強調 される もの とな り、女性が生産の中心 を男性 に譲 るのは男女

間の弱 肉強食関係 にほかな らない と思われる。

ハー トマ ンは現在 の男性優位 の社会 を家父長制 と捉 え、それ は女性 を支配す る物質的基礎 を

持つ される。男性は労働市場 で女性 よ り高い賃金 を得 る ことが 出来、女性は家庭 の責任 の重 さ

か ら労働市場では低 く扱われ る とされ るそ の実態 の何故 は説 明され ない。男女間 の貨幣経済 的

価値の獲得の差は家父長制では説 明され ない。家 父長 制はそ の分析概念 として の有効性 を しめ

して いない。貨幣経済 的価値 の獲得 の差 はそ の生産様式 と関わ るもので あ り、資本主義体制 は

家父長制の近代化され た形態 と極論す る上野の説 明も曖 昧で ある。

他方家父長制の歴史性 を否定 し、 いま一 ここで 生 じている差別現象そ のものを家父長制 とみ

る江原 由美子の主張があるが、 いま一 ここで生ず る現象 につ いてそ の歴史的経過 を辿 る ことが

重要である。 いま一 ここで 生ず る差別は単 に女性 であるが故で はな く、女性が貨幣経済的価値

の獲得か ら排除され るが故で ある。

第3部 家事 労働 とは何か

第7章 二種類の生産 と家事労働

目下の所われわれ は物質 的生産 を行 う ことによって家族 を単位 とす る生活 を維持 して いる。

そ してさ らにその生活 の継続 を生殖作用 をもって行 って いる。 つま りヒ トの生産で ある。そ こ

でわれわれはその生活 にお いて二種類 の生産 を行 う とされ る。種 の繁殖 を生産 と捉 えることに

ついて、社会 の発展 を基礎付 ける物質的生産 とヒ トの生産 を並べ る二元論 には批判がある。マ

ルクスの主張 で飲む こと、食 うこと、着 ること、産む ことな どを通 して人間は生きている ので

あ り、 この動物 的諸機能が歴史的大前提で あったが、後 にそ こか ら産む ことが外 される ことに

なった ことが批判 され る。 しか しわれわれは飲ん だ り食べた りは人間 の生き る手段であ るのに

対 して、産 む ことは人間の生 きる 目的 とな る ことによって この区別 は大変 重要 な もの と考 え

る。

歴史の発展は産 む ことを生産 の手段 にす りか えて しまって いる。 ヒ トは生産のため に提供 さ

れ る手段 とな り、 ヒ トの生産 を果たす役割が家事労働 によってな され ることにな った。 社会は

この未来 の労働 力の再 生産な しには存続 しえない にも拘わ らず、 この社会 的有用性 は経済的価

値評価 をもちえない。要す るに家事労働は タダで ある。家事労働 の中で も掃除、炊事、 洗濯 と

いった類 の作業 を第三者 に委託す る場合は、その対価 を支払わな ければな らない。 そ こでマ リ

ア ・ローザ ・ダラ ・コスタは家事労働 に賃金 をと提唱す るが、家事労働の経済的価 値が どこか

らかひね りだされ る訳で はな い。家族 を維持す る ことを前提 とすればその構成員の誰が どれだ

け稼 こ うとその差 は問題 にな らな い筈で あ り、そ の家族 を作 るが故 に経済的量の差 を生み 出し

ているのだが、男女 は男一般 と女一般 の対比 にお いて対等でな ければな らな いし、その対等性

は貨 幣経済 的価値 の:量の対等性 をもって計 られ ることにな る。
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第8章 賃労働 と家事労働

女性 は生産労働 としての賃労働か ら排除 され る ことで抑圧 されて いると考 え られて いる。そ

して稼 いだ として もその量 の差が男 による女 の支配 を強 める ことにな る。家族 には世帯 内にい

る他の者全部 を治める家長 の権威 という意味が ある とされ、男性 はそ の経済 力を盾 に他 を支配

した とされ る。そ の支配 の中 に女性 の性 を支配す る力 も含 め られ る。 ジ ョヴ ァンナ ・フ ラン

カ ・ダ ラ ・コスタは家族 の中で女性は愛の労働 の名 のもとに夫 に性 を売 る役割 を担 うとす る。

彼女は売 るとい う表現 を とるが、その経済的価値が示 され た訳ではな い。妻が四六時 中家事労

働 に縛 られる抑圧 は奴隷 のそれ よ りきつ いとみ られ るが、外で働 くことで受 ける抑圧 と家で束

縛 され る抑圧 の両方 を受 ける女性 の方が もっと厳 しい状況 におかれ ることになる。

ここに労働そ のものを身体性 の搾取 とす る見方が登場す る。小倉利丸はあ らゆる行為が労働

とみなされる ことで、 労働 の搾取 の意味が減少す るとす る。 この意味では 「た とえば失業者は

自らが労働 市場 か ら排 除され ることによ って他者 の雇用 を維持 し……失業者である という社会

的役割 を果 た しているだけで労働 を支える資本 の体制 に寄与 し……彼/彼 女は失業 とい う労働

を遂行 している」 ことにな る。 しか し労働 を如何な る形で捉えて もそれが貨幣経済 的価値 をも

たない限 り今 日の社会 では意味 をな さないので あ り、男性 の賃金水準 を大幅にカ ッ トし、それ

を女性 に再配分す る ことで男女 間の平等が成 り立つ とはいえない。 「だれで も生活す る うえで

必要 な ものは平等 に保障 され るべき」 といわれて も、様々な種類の働きが公平に分配 される こ

とは凡そ不可能で、 人々は3K的 労働 は避 けたが ることにな るであろ う。

第9章 家事労働の無償性

経済 的 自立が男女平等の前提条件だ として も経済的 自立 を得 ることが女性 に とってそれほ ど

容 易な ことで はな い。女性はそれ と共に労働力の再生産 としての生殖 作業を果 たす必 然性 を課

せ られる。家事労働 の無償性 につ いて一つ に家事労働が夫 によって搾取 されるが故に無償 にな

る とい う見方が ある。家事労働がタダになるのは 「そ の労働 によ る資産、つま り労働 の 『有用』

性やそ の成果 にた い して、見返 り、対価 としての資源 が還元 されない とい うこと」 による と捉

え られ る。 この主張では労働への見返 りはモ ノやカネであがな うことであ り、それ を しない こ

とは横領 となる。 しか しここでは家事労働 の有償性は証明 されて いない。本来そ の労働 によっ

て 自分 の手に入 るべ き価値が他人の手に渡 る ことは搾取で あるが、 もともとタダのものに対す

る搾取 は成 り立た ないと考え られる。 さ らに家事労働の搾取 を能力の搾取 として、 それ が夫に

搾取 され るとす る考 え方 も示されるが、妻 が持つ能力を社会的労働 に発揮 しない ことは社会 的

損失であるが、夫が搾取す るか らその能力が発揮 されな いのではない。

このよ うな家事労働論 に対 して 「家事労働の無償性は、それが夫 によって対価、見返 りを支

払 われ ない点 にで はな く、家事労働が社会 的 に必要な労働の一部 をなすに もかかわ らず、資 本

主義 のも とでそれがそ のよ うな もの として評価 されない ことにある」 とい う反論が ある。 しか

しここで も評価す べきは評価す るといってい るだ けで、そ の評価が どのよ うに して可能 となる

かは説明されて いない。

第10章 労働 力の生産 と家事労働

本来種の繁殖 は人間社会そ のものの存続 を図る目的 として行われ るものであ り、 物質的生産

とは区別 され るもので あったが、人間が生産体制の 中に組み込 まれて労働力商品 とい う性格 を
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与 えられ ることにな り、 人間の平等 は貨幣経済 的価値 の平等 にお いて捉え られるもの となる。

この意 味で 家族 は ヒ トを生み 出す組 織 となるが、生 み出 され た ヒ トの生活 が維持 され るため

に、 ヒ トは生産活 動を必要 とし、労働力 を売 って得た貨幣経済的価 値で生活す るヒ トの生活 は

市場原理 に基づ く生産 形態 にお いて維持 され る。 にも拘わ らず家族は市場か ら離れ た ところに

いるよ うに見 え、 家族が労働力 を生み出すた めの費用は明確な計算方法を持 たない。

ここに生 じて くるのが 自由財 としての家事労働 という考え方である。マル クス によれば、労

働力の価値は労働 力 という商品 の再生産 に必要な生活手段 の購入 に見合 う労働時 間によって規

定 される。 ここでの労働力はそれ を提供す る一個人の労働力 に限 られた もの とな る。そ の労働

力の再生産 に必要 とされ る家事労働 については、それが妻 によって提供され るための家事 労働

力の再生産 にっいて は全 く考慮 されな い。考慮 された場合で も最低限の食いぶ ちが 夫の賃金 に

含 まれる とされ るだ けであ る。 この家事労働は労働力の再生産 に際 して何度で も投下 され、そ

こには計上され る損耗がな い。故 にその費用はタダであ る。 これ を自由財 という。 この家事労

働 が未来 の労働 力の再生産のため にな される場合、子 どもが労働力に成長す るた めの費用 を誰

が どの位支払 うことになるのかは全 く説明されない もの となる。

第4部 家族 とは何か

第11章 家族の諸側面

家族 には三つ の側面がある と考 え られる。制度 としての家、 経済 的機能 として の家族、情愛

の展 開 され る家庭で ある。 制度 と しての家 につ いて はそれ ほ ど古 代 まで遡 らせ る ものではな

い。 む しろ 日本では明治民法 によ り制定された とする主張がある。 あるいは十六世紀 のイギ リ

スで は、妻の財産の処分を行 う権 利は夫 にある とい う家父長制的関係 が保持 されて いた。

次 に家か ら区別 され る家族 につ いて考 え る。差別 の根源 として の性別 分業 を廃棄す るた め

「女性 も職業 を持ち、男性 も家事 を分担す る」 ことに単 純化 される家族 のあ り方は経済的 自立

を前提 とす るもの となるが、 子 どもの出生に関す る女性 の家事労働 の負担 の大 きさは家事労働

の折 半では解決 されない。全体 か ら個人が奪 った とい う意 味の私 的所有proprietepriveeは これ

以 上 分 割 出 来 な い と い う 意 味 を 持 つ 個 人individua1と 同 義 と な り、個 人 所 有individuelles

Eigentumは 家族を単位 とす る所有 と解 され る ことになる。家族が経済 単位 として生命 の維持の

た めの生産 と消費 をお こな うことになったのである。女 も職 業を持 ち、男 も家事労働 を分担す

るだ けでは両者の関係は平等 を生み出さない。

そ こに生ず るのが家事労働 の否定 としてのシ ングル単位 の主張で ある。性別役割分業 を固定

化す ることで家事労働の負担 に喘 ぐ女性 を解放す る とい うのがシングル単位 の生 き方 にな ると

いうのだが、 この ことは 自分 の食 いぶ ちは 自分 で稼 ぐという経済的 自立 を前提 とし、子 どもを

生みた ければ生めばよい し、=二人で暮 らしたければ暮 らせば よい という単純化 された暮 らし方

をもとめ るもの とな り、女性 は子 どもを産 む ことを捨て は しないということになる。 しか し女

性 にとって子 どもを産む ことは捨て られ ない意志 の問題 として機能す るのではな く、捨て るこ

との出来な い必然性の もとに機能す るのであ り、子 ども育成 の負担 は女性 に大き く、子 どもの

育成 の社会化はその経済 的費用 の問題 を考 える とそれ ほど単純で はな くな る。

第12章 高齢社会の中の家族 と女性

日本は急速に高齢社会へ と進 み、老 人介護 のあ り方が焦眉 の問題 とな っている。 これ までは

一133一



老 人の介護 は妻や嫁 の立場の女性 にのみ課 され る ことです まされて きた。夫 によ る妻の労働力

の支配 は家族 内の老人介護 と家事労働 を妻、 あるいは嫁 に強制す る仕組み として現れ る。女性

の経済 力の有無 に拘わ らず、女性 は老 人介護 の担 い手 とされて きた。 しか し女性の経済活動へ

の参加が活発化 し、労働の女性化 という現 象が顕著 にな った ことで、老人介護 問題は社会化す

る ことにな った。 さ らに女性が老 人介護 を回避 し、 家族 を構成せず に自分の老 後 を社会保障 に

依存 しようとすれば、その保障の担 い手は誰 になるのだ ろう。 この保障のために未来の労働力

の再生産が求 め られ、積極的な少子化対策 が取 られよ うとして いる。子 どもの育成の費用 につ

いては未来 にそれ をカヴ ァする働 きが期待 できるが、経済効 率優 先の社会では老 人介護 はムダ

な費用の支出 とい うことになる。益々増大す る老 人介護 のため、 日本は介護保 険制度 を生み出

したが、 それへの対応 のため必要 とされ るヘルパー であるが、安 い労働 力 として の女性がそ の

対象であ り、介護の担 い手 を女性 にす る ことに余 り変 わ りはない。女性 の多 い職場 の賃金体 系

は男性 のそれよ り低 い という状態は男女平等が進 んで いる とされ るスウェーデ ンで も見 られ る

現 象であ り、 男女平等 問題 の根 の深 さが窺 える。 とはいえ福祉政策 について両国 の間に大 きな

格差がある ことは否 めな い。ただ問題はス ウェーデ ンで は女性 もキャ リアを積む ことに経済 的

問題 がないので、誰で もキ ャ リアを積んで働 くことが 出来 る といわれ ている。キ ャ リアをつ み、

家庭 を無視 して働 くことで女性は男並み になれ る。平等 の問題が男女 同 じことをす る ことに還

元 されて しまう ところでは平等の確 立 を不可能 にして しまう。

第5部 個人の尊厳 とは何か

第13章 マ リー=ク レール裁判の意味する もの

一 フランス における妊娠 中絶 裁判をめ ぐって一

男女が 同じ ことをす ることに還元 されない平等 を求めよ うとす ると、その行 き着 く先は個人

の尊厳 という ことにな る。性関係 を強制された女 性が非合法的 に妊娠 中絶を求めた ことが罪 に

問われた フランスの事件である。そ れはまさに女 性 にのみ課 された犯罪 となる。 シ ョワジール

委員会 に名 を連ねた著 名人の女性達 は この裁判 の証人 として、 女性 の権利 を求 めて 中絶禁 止へ

の反対 を表明 した。 ここには幾つか の間題が含 まれ る。 なかで も中絶 をめ ぐる人間の尊厳 問題

は大きい。 ここでの検 事の論告 は中絶 によって胎 児を闇に葬 る ことは優れた 人格 の否定 につな

がる とい う論法で中絶 に反対す る。 しか しこの場合 中絶 を求 める女性 の人権 は どうな るのだろ

うか。 さ らに中絶を行 った女性 を不幸せ とす る見方 も出て くるが、 中絶がすべて の女性 に不幸

をもた らす とは言い切 れない。産む産 まな い権利 を女性 の手 に と主張 して も、 中絶 は女性 にの

み課 された問題であ り、母性 を持つ女性 は重 い課題 を背負 うことになる。 中絶 の基準は胎児が

優 れた能力を持 つか否 かによって決め られ るものではな く、人 間の価値は貨幣経済的価値 にの

み還元 される ものでな い故 に悩 まされ る。 中絶 をめ ぐって女性 は複雑な状態 におかれるが、わ

れわれ は経済 的 自立 とは別 の次元で個人の尊厳 を求 めな ければ な らな い。

第14章 家族 の機能 と生命の倫理

現代社 会は生殖 に関 して革命 といわれ るほどの技術 を開発す るに至 った。男女の性関係 を前

提 としない様 々な受精卵 を作 り出す ことで母性 を分離 した子 どもの出生が可能 になった。女性

を不妊 の悩みか ら解放すべ く行われ るよ うになった体外受精 の技術は、今、よ りよい質の子 ど

もの出生へ とそ の目的 を変えっっあるよ うに思 われる。 このよ うにして生まれて くる子 どもと
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親、特 に母親 との関係は どのよ うな ものとな るので あろうか。例えば 母親 の胎教 とい う問題 に

何 ら影響はな いのだ ろうか。

自然 の摂理 としての子 どもの出生に人為的操作 を加える ことは神 への冒涜 として禁止 されて

きたのだが、血 の繋が りをもって作 られて きた親 子関係 とは何か を改めて問い直させ る もの と

な った。経済的 自立 を求める女性 がそれ にとって障害 となる子 どもの出生を他 の女性 に依 存す

る状況は、頼む側の女性の豊か さ と頼まれる側 の女性 め経済 的貧困を対立 させ るもの となって

いて、女性 の解放 をもた らす もの とはな らない。

夫以外の男性か ら精 子の提供 を受 けるAIDに よる妊娠 は体外受精 よ りず っ と早 くか ら行 わ

れて きた生殖技術であるが、そ こに父親 としての実感 に悩む男 性がお り、又代理母 となる妻 を

持つ男性は妻の子宮 を十 ヵ月貸すだ けだ と割 り切 ろ うと努 力す る。 このような状況 は家族 にお

ける親子の関係を全 く作 り変 えて しまうか も しれ ない。われわれ はそれが神 の摂理か ら離れれ

ば離れるほ ど子 どもに対す る責任 の重 さを感 じなければ な らないだろ う。われわれ は この技術

がナチズムに利用 され なか った ことに胸 を撫で下 ろ した というナイ ジェル ・コルダー の言葉 に

心する ものでなければ な らな い。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、家族 に焦点 をあわせつつ、男女の平等 のあ り方 に関す る理論的諸問題 を検 討 した

ものである。本論文 は、五部一四章 に編成 されて いる。

「第 一部 男女平等 とは何か」 は四章か ら構成 され、そ こで は、 内外 の多 くの研究 に批 判的

検 討を加 えつつ、家族 をめ ぐる男女平等 にかかわ る理論 的諸 問題が、包括的 に摘 出されて いる。

まずそ の 「第一章 男女平等 の問題点」では、男 は仕事女は家庭 という性別役割分業が、男 の

社会 的労働 を経済的 に価値あ りとし、家事 を無償労働で あるとみなす ことによ って、男女 の差

別 を生みだ して いるゆえんが、理論的 に検 討 されて いる。 「第 二章 女 子差別撤廃条約 とフェ

ミニズム ・イデオ ロギー」では、女子差別撤廃条約 の施行 と関連 して、 フェミニズムの系譜が

整 理 され てい る。 上野千鶴子 に よれば、 フ ェミニズ ムは①社会 主義婦 人解放論、② ラデ ィカ

ル ・フェミニズム、③マル クス主義 フェミニズム に限定 され るが、 これ に著者は さ らに、人権

に基づ く平等思想 を生んだ④近代 フェミニズム と、⑤エ コロジカル ・フェミニズム とを くわえ、

それぞれの理論 的問題点 を摘 出 して いる。 「第三章 市民運 動 とフェミニズ ム」 は、 フェ ミニ

ズムが実践 的な運動 として強調されてい るにもかかわ らず、固有の社会運動 として展開されて

こなかった理 由を問題 としてい る。 「第四 章 個 人 と家族 と平等」で は、性別 役割分業 の固定

化が、な によ りもまず家族のなかで明確 とな って いること、だが女が男並 になる ことによって

は、平等実現 に結果 しない ことが、理論的 に考 察 されて いる。

以 上の総論的検討 をうけて、 「第 二部 性別役割 分業 とは何か」 では、性別 役割分業 と家父

長 制 との関連が、理論的 に追究 され る。 「第五 章 性別 分業 と家族」 では、 エ ンゲルス らに依

拠 しなが ら、性別役割分業が、差別 と支配 一被支配の関係 に転化す る根拠が追跡 されて いる。

さ らに 「第六章 家父長制の再発見」では、上野千鶴子や江原 由美子 らの フェミニズムが、 西

洋 のフェミニス トに学んで家父長制 を再発見 した とされて いるが、 フェミニズムの家父長制概

念 は、 ウェーバー の伝統的支配 に位置づけ られて いる家父長制概念 とは異な り、正確 な歴史的
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規定 を欠 いてお り、分析概 念 として も整備 されて いない と批判 する。

さ らに 「第三部 家事労働 とは何か」 は、家事労働 の性格 を理論 的に確定す る試み とな って

いる。 「第七 章 二種類 の生産 と家事労働」 では、 初期マル クスの生産概念 の検 討か ら、二種

類 の生産 概念、すなわち人間の生産 と物 の生産 とを とりだ し、 家事労働 には、人間 の再生産、

すなわち出産 と育児 も含 まれて いると指摘す る。 だがマル クス には、家事労働 を分析す る視角

が欠落 している。著者 によれば、マ リア ・ローザ ・ダ ラ ・コス タは、家事労働へ の賃金 の支払

い を要求 しているが、 家事労働の価値 の対価が、 どのようにして測 られ、 どのよ うにして支払

われ るか は、 明 らかでない という。そ こで著 者は、 「第八 章 賃 労働 と家事労働」 と 「第 九章

家事労働 の無償性」、 「第十章 労働 力の生産 と家事労働」 を通 して、生産労働 と家事労働 と

のちが いに光 をあて ようとしている。そ こでは、第一 に、研 究史上、 まだ家事労働 について説

得 的な理論 的規定が与 え られていない こと、第 二 に、労働力商品再生産のための家事 労働の価

値 を測定す る方法が、 まだ見出されていない こと、 したがって第三 に、家事労働 の有償 性は説

明されて いな いこと、総 じて家事 労働 について、 経済学的方法 によって特 質づける ことが困難

で あること、 これ らの諸点が詳論 され ている。

「第四部 家族 とは何か」では、男女平等 との関係で、直接家族 のあ り方が論 じられ ている。

「第十一章 家族の諸側面」 では、制度 として の家、経済 的機 能 としての家族、情愛 の展 開さ

れ る家庭、 この三つの側 面か ら、家族 をめ ぐる人間関係 が検 討 され る。 ここで は とくに、 た と

え女性が経済的 に自立 した として も、労働 力の再 生産 をにな う生命 の生産=出 産 の負担 の大 き

さがな くな らない、ことが指摘 され、 これ に対抗 してシングル 単位 の生活 を選択す る女性 の問題

が、分析 されている。 さ らに 「第十二章 高齢社会 の中の家族 と女性」,で は、高齢社会化が進

行 するなかで、老 人介護 を女性 に負わせて いる現状が分析 され る。それは、妻や嫁 の立場へ の

要請であるに とどま らず、ヘルパー として も、安 い労働 力として女性 を利用 して いることが、

問題 とされている。

男女 が同 じことをす ることによ っては解決 されな い男女間 の不平等 の問題は、結局は 「個人

の尊厳」 とい う問題 に行 き着 く。 こう考 えた著者は、本書の最後 に 「第五部 個人の尊厳 とは

何か」 を問 う。そ の 「第十三章 マ リー=ク レール裁判 の意 味する もの一 フランス にお ける

妊娠 中絶裁判 をめ ぐって一 」で は、 フランスにおける中絶論争 を紹介 しなが ら、経 済的 自立

によって解決す ることができない、女性 の人権 と個の尊厳が論 じ られ る。 ここでは とくに、貧

困に悩 まされて いる女性のみ を妊娠 中絶 禁止法違反で告訴 して いる現状が問題 とされる ととも

に、 よ り一般的 に、女性の 「産 む権 利産 まない権 利」 の確立だ けでは、男性の権 利が考慮 され

な い と言 う問題 も、検 討されてい る。 「第十 四章 家族 の機能 と生命 の倫理一 生殖革:命の意

味す るもの 」で は、近年 の不妊 治療 技術 の発達 によって登 場 した、 いわゆ る 「試 験管 ベ

ビー」、代理母、AID(非 配偶者間人工授精)、 胎児診断な どのもつ生命倫理の問題 が、 フラ

ンス の事例 をもとにして考察 され、 家族 の変 質が論 じられて いる。 ここで著 者は、胎 児診断技

術が、障害児 を中絶す るとい う選択肢 の是 非にまで、考察 を加えている。 家事労働 のなか に生

命 の再生産 をもふ くめよ うとす る著者 の視 角は、 こうして生命倫理の問題 へ と、射程 を延ば す

ことにつながっている。

本論文は全体 として、 内外 の研究文献 を広 く渉猟 し、 家族 をめ ぐる男女 平等 を考 えるさいに

検討 しな ければ な らない理論的諸 問題 を、包括 的に考察す る もの となってお り、 この研究分 野

の今後 の展開 に寄 与す る ところ、大な るものがある。
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以上の理 由か ら審査 委員会 は全員 一致 して、本 論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与

され るに十分な資格 を有す るもの と判 断 した。
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